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広 報 課 ερ磁o痂

〉多くの入クの協力によりやっと発刊の運びに

なりました。

特に、館報の名付け親になっていただいた奈

古先生、表紙を描いていただいた楠田先生、お

ふた方には本当に御苦労をおかけしました。こ

の誌面 をか りてお礼 を述べさせていただきたい

と思います。

奈古先生には、産みの苦 しみをそうとう味あ

われた様子で、あのス リムな体 がいっそ う細 く

なったようでハラハ ラいたしました。

又、楠田先生にも、突然おじゃまして"は い。

これお願いします。期 日は一週間。"と 勝手に

押 しつけまして後 日、先生 と雑談をしています

と孚短期間でやれといわれるのが僕には一番苦

痛でね"と いわれた時には自分のあつか ましさ

に冷や汗が出ました。

それにしても奈古先生、楠田先生の共通点は
"調べ る"と いりことを厭われないことのよりに

見受けられました。なにはともあれ、館報が形

になり感謝しております。

〉皆さんは本学で発行されている雑誌(逐 次刊

行物)を 知 っていますか。

これからシリーズで一冊つつ各誌の内容や編

集方針などを、編集委員の方に紹介 していただ

く事にしてお ります。第一回は 『近代風土』 で

した。

各誌の編集委員の方々、広報課より連絡があ

りましたら御協力お願いします。

[〉館報では 『館のうち外』のコーナー をもうけ

て広 く教職員、学生の皆様方 より原稿 を募集 し

ております

お気軽に御投稿下 さい。応募詳細は広報課ま

でお尋ね下さい。

今回は創刊号ですので依頼 して原稿 を書いて

いただきましたが、野球 でいえば急に代打を指

名 したのといっしょで、指名された方は、戸惑

われたでしょうが 、皆さんにはもじどおり期待

に答えて好打 を打 たれ、広報課 としては、ラッ

キーなスター トを切 らせていただ きました。

〉広報課は図書館の6Fに ございます。

6Fの ながめは抜群 です。

図書館に関するどんな質問も希望 も、広報課

まで御一報下さい。

お待ちしてお ります。

編集後記

図書館報の編集 をめ ぐって、その内容 ・性格、方向性について若干の迷いもあり、なれ

ない作業で不安 もありましたが教職員 ・学生の方々から寄せ ちれた原稿によりやっとの思

いで創刊号 をお届けする運び となりました。御協力下さった多くの方々に心から感謝申し

上げます。

図書館報の名称(香 散見草)は 本学の校章にちなんでつけられました。厳寒にたえ気品

高 く花 を開き実 をつける梅の花を基に教養部奈古忠國先生により命名されました。又表紙

デザインには理工学部建築学科の楠田一夫先生に御無理 をお願いいたしました。

今後この館報が図書館 と皆様の研究と学習に於ける効果的な相互利用の仲立ちとなり実

のある館報の編集に取 り紅みたいと念じています。
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の 　 ズ き あヨリ　 げ

髪縫 繋難難懲懸 難欝
、

開 館 時 間 午 前9時30分 ～ 午 後8時20分(た だ し、 春 期 ・夏 期 ・冬期 休 暇 期 間 中 及 び 入 試 期 間 中

は 、開 館 時 間 を変 更 す る こ とが あ り ます 。)

休 館 日 日曜 日、 祝 日、 本 学 創 立 記 念 日(11月5日)、 入学 式(4月8日)、 卒 業 式(3月15日)

春 期 休 暇 中 、 夏期 休 暇 中 、 冬期 休 暇 中 の 一 定 期 間(期 日につ い て は そ の 都 度 掲 示 し ま

す。)

図書閲覧 ・貸 出手続

区分 事項 資 格 制限冊数 期 間 手 続

館

内

閲

覧

教貝(専任 ・非常勤) 開架図書は制限な し

書庫内図書は1人5

冊以内

開館時か ら

閉館時まで

開架図書は自由に

閲覧出来ます。

書庫内図書は閲覧

票による

事 務 職 員

大学 院 生 ・研 修生

学 生 ・ 聴 講 生

卒 業 生

館

外

貸

出

教 員(専 任) 1人30冊 以 内

6ヵ 月 間

貸出許可証 と館外

貸出票による
教 員(非 常勤) 1人10冊 以 内

事 務 職 員 1人10冊 以 内

大 学 院 生 1人15冊 以 内

3ヵ 月間

研 修 生 1人10冊 以 内

学 生 ・ 聴 講 1人5冊 以 内 15日 間

分

置

学 部 学 科

研 究 室

事 務 系 部 課 ・

事 務 室 等

分置規定に従い館長

の認めるものに限る

1年 間 分置申請書による

書
庫
内
検
索

教 職 員

大学 院 生 ・研修生

開館時から閉館30

分前まで

入庫者記録に記入

し、閲覧証 と引き

かえに入室証 を受

け取 り入庫

●図 書館 利 用 の 事 で わか らな い こ とは、図 書館3F運 用課 まで お尋 ね

下 さい。運 用 課 内線342・414イ ンター2744・2441
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